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研究要旨  

2014 年 10 月より日本腎臓学会指定研修施設（日腎研修施設）、日本泌尿器科学会の教育基幹施設に所
属する診療科、日本小児腎臓病学会評議員が在籍する診療科など、わが国の腎疾患診療の基幹診療科
1733 診療科を対象にアンケート調査を実施し、各診療科における重点疾患の 2013 年度新規受療者数な
らびに腎生検年間実施状況等を調査し、稀少疾患の把握、疾患別新規受療者数の推定と過年度調査との
比較検討を行った。 
2014 年 12 月までに 486 診療科（内科 190 科、小児科 68 科、泌尿器科 224 科、その他 4科）から回答
を得た(回収率 28.0%)。アンケート回答診療科における 2013 年度の重点疾患新規受療者は、IgA 腎症
(IgAN) 2085 例、急速進行性糸球体腎炎(RPGN) 928 例（MPO-ANCA 型 51%、PR3-ANCA 型 3%、抗 GBM 抗体
型 6%）、難治性ネフローゼ症候群(NS) 297 例（MCNS 20%、MN 38%、FSGS 21%）、多発性嚢胞腎(PKD) 1047
例、腎生検施行数は 8814 例であった。抗 GBM 抗体型 RPGN は 58 例が新規に把握された。日腎研修施設
におけるアンケート回収率(31.3%)、病床数カバー率(34.6%)より推計した 2013 年度の日腎研修施設全
体における新規受療者はそれぞれ IgAN 約 5300-5900 例、RPGN 約 2400-2700 例、難治性 NS 約 800 例、
PKD 約 2000-2200 例、腎生検施行数は約 20000-22000 例と推算された。新規受療者数の 2007 年度から
の経年的推移は RPGN で増加傾向が明瞭であり、2011 年度以降東日本でそ傾向がより大きい状況が持続
していることが示唆された。J-RBR/J-KDR への参加登録済の診療科における、重点疾患の病因・病型分
類の構成比は全回答診療科ならびに日腎研修施設教育責任者在籍診療科のそれと概ね一致していた。 
 

 
 
Ａ．研究目的 
 進行性腎障害の重点 4 疾患（IgA 腎症(IgAN)、
急速進行性糸球体腎炎（RPGN）、難治性ネフロー
ゼ症候群(NS)、多発性嚢胞腎（PKD））の 2013 年
度新規受療者数ならびに腎生検年間実施数等を
調査し、稀少疾患(抗糸球体基底膜(GBM)抗体型
RPGN、常染色体劣性多発性嚢胞腎(ARPKD))の把握、
患者登録システム(J-RBR/J-KDR)の validity検証
の参考データの提供、患者数の推計、過年度調査
との比較検討を行う。 
 
Ｂ．研究方法 
 2014 年 10 月より①日本腎臓学会指定研修施設
(日腎研修施設)の教育責任者の属する560診療科、
②日腎研修施設で①の診療科以外に腎臓専門医
が在籍する 80 診療科、③小児腎臓病学会評議員
が在籍する①②以外の 41 診療科、④日本泌尿器
科学会の教育基幹施設に所属する 834 診療科、⑤

上記以外の腎疾患の基幹となる診療科218診療科
の合計 1733 診療科を対象に調査票（図 1）を送付
し、下記の項目について調査した。記入後、郵送
にて回収ののち集計した。また過年度までのアン
ケート調査に基づき、重点疾患新規受療患者数推
計値の年次推移を検討した。さらに 2011 年度か
ら本年度までの 4年間、本アンケート調査に連続
して回答のあった 37 診療科（すべて日腎研修施
設：東日本（北海道、東北、関東）の 17 診療科
と西日本（甲信越、中部、近畿、中国、四国、九
州・沖縄）の 20 診療科）について 2010 年度から
2013 年度の 4 年間の RPGN 新規受療者数と年間腎
生検施行数を集計し、その経年変動の地域差を検
討した。 
調査項目： 
A) 施設、診療科に関する項目 
 A-1.所属診療科 
 A-2.所属医療機関総病床数 
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B) 2013 年度（2013.4.1〜2014.3.31）新規
受療患者数 
 B-1)IgA 腎症（当該診療科で腎生検により新た
に確定診断したもの） 
 B-2)急速進行性糸球体腎炎（総数、腎生検施行
例数） 
  B-2-1.うち MPO-ANCA 型 
  B-2-2.うち PR3-ANCA 型 
  B-2-3.うち抗 GBM 抗体型 
 B-3)一次性ネフローゼ症候群（総数、腎生検施
行例数） 
  B-3-1)うち難治性ネフローゼ症候群 
  B-3-1-1)うち微小変化型（MC） 
  B-3-1-2)うち膜性腎症（MN） 
  B-3-1-3)うち巣状糸球体硬化症(FSGS) 
 B-4)多発性嚢胞腎(総数) 
  B-4-1)うち常染色体劣性多発性嚢胞腎
(ARPKD) 
C)任意回答項目 
C-1)腎臓病総合レジストリー  
 (J-RBR/J-KDR) への登録（未・済） 
C-2)2013 年度年間腎生検数 
 
Ｃ．研究結果 
i)調査票回収率と内訳： 
 2014年12月31日までに回答のあった診療科を
解析対象とした。回答診療科はアンケート送付診
療科 1733 診療科より 486 科（回収率 28.0%）であ
った。診療科の属性別の回収状況は、①日腎研修
施設の教育責任者の属する 560診療科より 175科
（回収率 31.3%）、②日腎研修施設で①の診療科以
外に腎臓専門医が在籍する 80 診療科より 43 科
(同 53.8%)、③小児腎臓病学会評議員が在籍する
①②以外の 41 診療科より 17 科(同 41.5%)、④日
本泌尿器科学会の教育基幹施設に所属する834診
療科より 213 科(同 25.5%)、⑤上記以外の 218 診
療科より 38 診療科（同 17.4%）であった。 
 診療科別内訳は内科 190 科、小児科 68 科、泌
尿器科 224 科、その他 4科であった。この内、腎
臓病総合レジストリー(J-RBR/J-KDR)に参加登録
済施設の診療科は 91 診療科であった。（表 1） 
 
ii) 2013 年度の重点疾患新規受療者数： 
 重点疾患の 2013 年度新規受療患者数は IgAN 
2085 例、RPGN 928 例(うち腎生検施行例 514 例：
腎生検施行率 55.4%)、一次性 NS 1888 例（うち腎
生検施行例 1248 例:腎生検施行率 66.1％）、難治
性 NS 297 例、PKD 1047 例であった。 
 各疾患の新規受療診療科内訳、新規受療者総数
に対し、日腎研修施設の教育責任者の属する診療
科ならびにJ-RBR/J-KDR参加登録済み施設の新規
受療例が占める割合を（表 2）に示す。 
 

iii)2013 年度年間腎生検施行数： 
 回答486診療科における年間腎生検総数は8814
例であった。診療科別、所属分類（日腎研修施設
の教育責任者の属する診療科、J-RBR/J-KDR 参加
登録済み施設の診療科）別の施行数を（表 3）に
示す 
 
iv)2013 年度各疾患(RPGN、難治性 NS、PKD)の病
因・病型別新規受療者数(構成割合％)(表 4): 
 RPGN 新規受療例 928 例の病因別患者数（構成割
合）は、MPO-ANCA 型 476 例(51.3%)、PR3-ANCA 型
26例(2.8%)、抗GBM抗体型58例(6.3%)であった。
診療科別、所属分類（日腎研修施設の教育責任者
の属する診療科、J-RBR/J-KDR 参加登録済み施設
の診療科）別の病因別患者数、構成割合を（表 4-1）
に示す。 
 難治性 NS は、各病型別の受療者数の合計が「難
治性 NS の新規受療者数」を上回った場合、病型
分類に「難治性に該当しない」一次性 NS を含め
たと考えられため、無効回答として集計から除外
した。有効回答とみなされた新規受療例 297 例の
各病型の患者数（構成割合）は、微小変化型(MCNS) 
60 例(20.2%)、膜性腎症(MN) 112 例(37.7%)、巣
状分節性糸球体硬化症(FSGS) 62例(20.9%)であっ
た。診療科別、所属分類（日腎研修施設の教育責
任者の属する診療科、J-RBR/J-KDR 参加登録済み
施設の診療科）別の病型別患者数、構成割合を（表
4−2）に示す。 
 PKDは新規受療例1047例のうちARPKDとされた
患者数は 54 例(5.2%)であった。診療科別、所属
分類（日腎研修施設の教育責任者の属する診療科、
J-RBR/J-KDR 参加登録済み施設の診療科）別患者
数を（表 4−3）に示す。 
 
v)日腎研修施設における 2013 年度の重点 4 疾患
の新規受療者数、腎生検数の推計(表 5)： 
 日腎研修施設を中心とした過年度の患者数調
査との比較のため、過年度同様に回答施設・診療
科のうち日腎臓研修施設（教育責任者の所属する
診療科）175 診療科からのデータを用いて、各疾
患の新規受療患者数をアンケート回収率並びに
回答施設の日腎研修施設全施設の合計病床数に
対する病床カバー率で除し、推計を試みた。未回
答施設も含む日腎研修施設全 560 施設(2014 年 4
月 1 日現在)の総病床数 281,070 床に対し、回答
175 科の所属施設総病床数は 97,390 床で、アンケ
ート回収率は 0.313、病床カバー率は 0.346 であ
った。難治性 NS については有効回答診療科数 172
科とその総病床数 94,858 床を計算に用いた（ア
ンケート回収率 0.307、病床カバー率 0.337）。そ
の結果日腎研修施設における重点 4 疾患の 2013
年度の新規受療患者の推計値は、それぞれ IgAN 
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5344-5907 例、RPGN 2402-2655 例、難治性 NS 
757-831 例、PKD 1980-2188 例と推算された。 
 同様に日腎研修施設における 2013 年度の腎生
検施行数は 19,919-22,019 例と推計された。 
 
vi)日腎研修施設における重点疾患新規受療患者
推計数の推移の検討： 
①重点疾患新規受療者推計数の年次推移
（2007-2013 年度）  
 アンケートに基づき、前述と同様の方法で推算
した 2007〜2013 年度分の重点疾患新規受療者推
計数（下 2 桁四捨五入）を（表 6）に示す。IgAN
の推計数の増減は不明瞭でありほぼ横ばい、RPGN
は増加傾向が持続している。回答施設の病床規模
の分布は日腎研修施設全体の病床規模分布に比
し大規模施設がやや多いが、各年度ほぼ同様であ
った。（図 2） 
②2011-2014 年アンケート調査連続回答診療科に
おける RPGN 新規受療患者数の検討（2010−2013 年
度の患者数年次推移と地域差の検討）： 
 2011 年度から本年度までの 4年間、本アンケー
ト調査に連続して回答のあった 37 診療科（全て
日腎研修施設）において RPGN 新規受療数は 2010
年度 242 例、2011 年度 249 例、2012 年度 285 例、
2013 年度 281 例、年間腎生検施行数は 2010 年度
2282 例、2011 年度 2086 例、2012 年度 2234 例、
2013 年度 2157 例であった。地域（東日本、西日
本）別の RPGN 新規受療患者数と年間腎生検施行
数を（表 7）に示す。東日本で RPGN 新規受療者の
増加傾向が大であるが、2013 年度にはその傾向が
やや鈍化していた。年間腎生検施行数明らかな経
年変動、地域差は見られなかった。（図 3） 
 
Ｄ．考察 
 本年度のアンケート調査は例年とほぼ同様の
対象に対し、同じ調査項目で実施し経年的データ
が蓄積された。患者数推計の基礎となるアンケー
ト回収率、回答施設の病床カバー率、施設（病床）
規模分布はここ数年変動なく母集団の特性は安
定していると考えられる。 
 日腎研修施設における重点疾患の新規受療患
者数とその動向は、RPGN で新規受療患者数の推計
値の比較的明瞭な増加傾向が 2013 年度も持続し
ていた。IgAN は大きな変動はない。難治性 NS は
経年的に微減傾向、PKD は増加傾向に見えるが、
いずれも傾向は必ずしも明瞭ではない。この間 NS
に対するリツキシマブの臨床応用の進展やPKDに
対するトルバプタンの保険収載など、各種治療の
発展が見られており、治療成績の向上や新規患者
の拾い上げなどとの関連も含め、引き続き今後の
患者数動向を注視してゆく必要がある。 
 また、昨年までに観察された、2010 年度から
2012 年度までの 3 年間の定点観測における RPGN

新規受療患者数の増加の地域による差異は、2013
年度までの 4年間の定点観測（37 診療科）の解析
においても同様の傾向で、関東以北の東日本で増
加率が大であり、その傾向は 2013 年度に入り鈍
化していた。この一連の動向の要因は不明である
が、1995 年の阪神淡路大震災後の被災地における
MPO-ANCA 関連血管炎の発現頻度の増加の報告（Am 
J Kidney Dis 2000; 35: 889-895）に示されるよ
うな、2011 年 3月の東日本大震災や、震災後の地
域の医療事情などとの関連にも興味が持たれる。 
 稀少疾患は抗 GBM 抗体型 RPGN が 58 例、ARPKD
が集計上 54 例把握され、いずれも例年とほぼ同
様の結果であった。 
 J-RBR/J-KDR 参加登録済診療科における重点
疾患の病因・病型分類の構成比は本年度調査にお
いても全回答診療科ならびに日腎研修施設教育
責任者在籍診療科のそれと概ね一致し、全体との
乖離は無いことが改めて確認された。 
 
Ｅ．結論 
1. 2013 年度の日腎研修施設における対象疾患受
療患者数は IgAN 約 5400-5900 例、RPGN 約
2400-2700 例、難治性 NS 約 800-800 例(一次性 NS
約4500-5000例)、PKD約2000-2200例と推計され、
2007 年度からの経年的推移は RPGN で増加傾向が
明瞭である。 
2. 抗GBM抗体型RPGNは 58例の新規受療例が把握
された。 
3. 腎生検は 20000-22000 例と推計された。 
4. J-RBR/J-KDR の参加登録済施設の疾患・病型分
布は未登録施設を含めた日腎研修施設における
分布とほぼ一致する。 
5. 2011年度以降のRPGNの増加傾向は地域差があ
り、その傾向は 2013 年度現在、東日本で大であ
ることが示唆される。 
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図１ 調査票（アンケート回答票） 

 
 

表 1 アンケート送付先、回収率と診療科内訳(2014 年度調査) 

 
 
 

表 2 2013 年度 重点疾患新規受療者数（2014 年度調査） 
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表 3 2013 年度年間腎生検施行数(2014 年度調査) 

 
 
 
 
 

表 4-1 2013 年度 RPGN の病因別新規受療患者(2014 年度調査) 

 
 
 
 
 

表 4-2 2013 年度難治性 NSの病型別新規受療患者(2014 年度調査) 
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表 4-3 2013 年度 PKD の病型別新規受療患者（2014 年度調査） 

 
 
 
 

表 5 日腎研修施設（教育責任者の所属する診療科）における、2013 年度の重点 4疾患 
新規受療者数、腎生検数の推計(2014 年度調査) 

 
 
 
 

表 6 2007 から 2013 年度の重点疾患の新規受療患者推計数(下 2 桁四捨五入) 
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図 2 回答診療科（日腎研修施設）の総病床数の分布(2007〜2013 年度) 

 
 
 

表 7 2011-2014 年調査に 4年連続回答した診療科の RPGN 新規受療患者数と 
年間腎生検施行数の年次推移 
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図３ 回答診療科(37 診療科)の分布と RPGN 新規受療患者，腎生検施行数の経年推移 

（対 2010年度比：〜2013 年度） 
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別表 アンケート回答診療科 
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